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定住促進ホームページ「なら、らぶ、りぶ」～奈良市に住もう～について 

 

  奈良市では、定住促進に特化したホームページを開設し、本市の魅力を発信する

ことで、特に子育て世帯を中心とした定住と交流人口の増加につなげるため、シテ

ィプロモーション・ホームページを開設します。 

  

 １．内容  

本市で実施する施策やイベント等をわかりやすく積極的に発信することで、奈良

市内外に市のイメージや知名度のアップを図ります。通勤圏内に就業する人口の多

い地域や首都圏（U・Iターン）に向けて情報を拡散し、特に子育て世帯を中心とし

た定住と交流人口の増加につなげます。 

 

２．「なら、らぶ、りぶ」とは「NARA を LOVE で LIVE」 

自分の住むまちのことを好きな人がたくさんいる 

このまちの風景が好き、歴史が好き、人が好き 

好きなところはそれぞれだけど 

そんな「好き」がたくさんあるまちは 

きっといいまちだと思うのです 

  そんな奈良市をもっとたくさんの人に知ってもらうためのサイトです。 

 

３．サイト構成 

  ●「なら、らぶ、りぶ」な人 

   奈良市に住む人自らがその魅力を伝える、「なら、らぶ、りぶ」な人のインタ

ビュー・ムービーを数日おきに更新、奈良市に住む人の声を順次紹介し、来年度

以降も継続していくことで「なら、らぶ、りぶ」な人の図鑑動画をつくりたいと

考えております。 

 例えば、U ターンしてならまちで農園付きの工房を開いた靴職人、結婚を機に

東京から移住したママさんデザイナー、起業を夢見てゲストハウスをオープンし

た京都出身の若者、奈良が好きすぎて移住したイギリス人映像作家など、今年度

は 24 人の紹介を予定しています。 



  

●「なら、らぶ、りぶ」な理由…奈良市の施策や取り組みについて紹介 

・仕事と子育て（充実した子育て支援サービス） 

・地域で育てる（きめ細やかな教育制度） 

・見上げれば広い空（生活環境） 

・「ほっ」と、美味しい（赤ちゃん連れでも気軽にランチの楽しめるお店等） 

・補助金制度（三世代同居・近居住宅支援補助金） 

 

●「なら、らぶ、りぶ」なニュース…定住促進のイベント等を紹介 

①東京ビッグサイトで「移住・交流＆地域おこしフェア」参加 

②大阪と京都で「なら、らぶ、りぶ」なお話と食を楽しむ会開催 

   12 月と 1月は大阪市で、2月と 3月は京都市で、奈良の魅力を奈良に住む人 

の目線で伝えるトークイベントを開催。 

   大和茶をはじめオーガニックなお茶を販売する「TE AND CHA」の中島由紀子さ 

ん、平城宮跡の近くにあるパラダイスのようなパン屋「MIA'S BREAD」の森田三 

和さん、FM COCOLO"PACIFIC OASIS"の DJ 小谷真美子さんをお招きし、奈良の食 

を楽しみながらのトークを展開し、当日のイベントの様子もアップしていきます。 

４．平成２７年１２月１４日イベントページ先行オープン           

平成２８年２月１日完全オープン 

 

 

 

 

サイト URL：http://www.naracity-naralovelive.jp/  

（現在は仮サイトです） 

 

 

http://www.naracity-naralovelive.jp/


ホームページ：トップ 



ホームページ：「なら、らぶ、りぶ」な理由 



ホームページ：サイトマップ概要 

「なら、らぶ、りぶ」って？ 

「なら、らぶ、りぶ」な人 

「なら、らぶ、りぶ」な理由 

意外と近いんです 

奈良市への定住資料請求・お問い合わせ 

転居に関する補助金制度 

お仕事も、子育ても 

見上げれば、広い空 

地域で育てる 

「ほっ」と美味しい 

「なら、らぶ、りぶ」なニュース 

「なら、らぶ、りぶ」奈良市に住もうFacebook 

URL 
http://www.naracity-naralovelive.jp/ 



「社会増減（転入数－転出数）」について 
1970年代～1990年代前半、大規模宅地開発が行われたことなどから、転入数が大幅に増加し“社会増”となったが、
近年は隣接する木津川市の宅地開発などにより転出数が転入数を逆転し、“社会減”となっている。 

社会増減（転入数・転出数） 
参考資料： ひと・まち・しごと総合戦略 

※奈良市「住民基本台帳」による 



年齢階級別の人口移動 

年齢階級別の人口移動状況においては、生産年齢人口は大幅な転出超過となり、年少人口及び老年人口は転入数が上回る傾向にある。 

参考資料： ひと・まち・しごと総合戦略 

※庁内資料による（年度単位、４月１日～翌年３月31日まで） 

子育て世帯(18歳未満のものが属する世帯)の転入転出数の推移（平成24･25･26年度分） 

平成24年度
（H25.4.1 現在）

1,487 986 1,364 902 123 84

平成25年度
（H26.4.1 現在）

1,630 1,101 1,366 903 264 198

平成26年度
（H27.4.1 現在）

1,611 1,073 1,310 879 301 194

全部転入 全部転出 増減

0～18歳未満
の人数

世帯数
0～18歳未満

の人数
世帯数
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世帯数

子ども未来部 子ども政策課資料 


